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子が DNA レベルで解明されるようになってきた。 
たとえば「緑の革命」遺伝子 RhtB1, D1 は植物ホルモ
ン「ジベレリン(GA)」のシグナル伝達を負に制御するタ
ンパク質をコードしていることが 1999 年に明らかにさ















































写真１ さまざまな brh1 導入系統（bar= 60cm） 
 
一方 brh1 と uzu との二重変異体は極端に矮化するこ
とから uzu と brh1 の関係が古くから示唆されていた 3)。
uzu は BR の受容体をコードする。筆者らは brh1 の BR
反応に興味を持ち、これを調査したところ、brh1 の根は
uzu 同様、BR 反応が弱まっていることが判明した。さ






 オオムギゲノムサイズは 51 億塩基対とされ、イネ（3.9
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